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橘田動
中国における琵琶楽の楽曲のうち、西洋音楽との接触を経て近代以降に
作曲された作品を除く伝統的曲目については、楽曲の様式により f文曲1
「武曲Jという二大範曙のいずれかに分類することが習慣として行われて
きた。一般に、文曲はポルタメントやヴィブラートに類する細かな装飾音
を多用した落ち着いて優美な雰囲気を有する楽曲であり、武曲は非楽音に
よる騒音的なものも含めた高度な演奏技法を駆使して勇壮な激しい気分に
満ちた楽曲と理解されている。
中国において琵琶以外に古くから独奏器楽としての伝統が築かれてきた
楽器には、琴や等などツィター属の援弦楽器が挙げられるが、これらの楽
器の場合には琵琶のような「文」「武Jの対概念によって楽曲を分けること
は行われていない。それらの曲目においては、行情的な性格の楽曲によっ
てほとんどが占められており、その意味では武曲は琵琶楽というジャンル
を特徴づけるものといえる。
〈十面埋伏〉および〈覇王却甲〉の二曲は、このような琵琶の武曲にお
ける代表的な曲目である。二曲はいずれも、紀元前202年に劉邦率いる漢軍
と項羽率いる楚軍とのあいだで行われた決戦、いわゆる咳下の戦いを題材
としており、 f四面楚歌Jなどの成語で日本人にも知られたこの故事は、中
国の人々にとっては芝居や講談を通じて三国志演義や水j詳伝などと同様に
広く親しまれてきた。これら二曲は、〈十面埋伏〉では勝者である劉邦の立
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場から、〈覇王卸甲〉では敗者である項羽の立場から、それぞれ琵琶の多彩
な演奏技法を駆使しつつ物語に沿って進行する叙事的な性格の強い音楽で
あり、近代以前においてすでに複数の琵琶の楽譜集に採録されていること
が確認され、現在も琵琶の演奏家にとって不可欠なレパートリーとして、
演奏会に取り上げられる頻度も非常に高い。
本研究では、琵琶楽を特徴づける武曲というジャンルを代表するこれら
二曲を取り上げ、民国以前の複数の版本について楽曲の規模、特徴的な演
奏技法、段ごとに附された標題などに着目して比較することを通じて、現
在につながる琵琶の音楽が形成された清代後期から民国初期にかけて、そ
れらの版本の編纂者に代表される琵琶演奏者の音楽に対する意識はいかな
るものであったか、およびそれが形成された要因としてどのようなものが
関与していた可能性があるかについて考えてみたい。
一、対象とした版本
今回検討の対象とした楽譜集は、以下の四種である。
『琵琶議J清嘉慶二十四年（1819年）刊。
江蘇省無錫の人事秋頭（1784-1859）、華子同（生没年不詳）の兄弟を中心
に編纂され、中国音楽史上初めて公刊された琵琶の楽譜集として画期的な
意義を有する。以下「華氏譜Jとする。
『南北派十三套大曲琵琶新譜』清光緒二十一年（1895年）刊。
斯江省平湖の人李南葉、李芳園（いずれも生没年不詳）の父子が中心とな
り編纂。李一族五代にわたって伝承されてきた楽曲を収める。以下「李氏
譜Jとする。
『誠洲古調J民国五年 (1916年）刊。
江蘇省海門の人沈肇州（1858-1930）により編纂。長江下流に位置する島で
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ある崇明島に伝承されてきた楽曲を収める。以下「撮洲譜Jとする。
『養正軒琵琶譜』民国十八年 (1929年）刊。
江蘇省浦東の人沈浩初（1889-1953）により編纂。上海近郊の浦東において
伝承されてきた楽曲を収める。以下「養正軒譜jとする。
これらの楽譜集の編纂に携ったのは、いずれも儒教を基盤とする伝統的
教養を有する文人層に属する人々であった。華秋頭、華子同兄弟が属する
華一族は、無錫一帯において明代にまでさかのぽる代々にわたる士大夫の
家系として声望ある一族であり、李南業、李芳園父子の家庭では、父李南
裳の曽祖父の代以来、不十挙受験に備えでの学業の傍ら琵琶に対する愛好が
代々受け継がれ、李芳園は学問においても科挙の第一段階の合格者として
「生員jの地住を得ていた。沈肇州も清代には同様の地位を獲得しており、
沈浩初も代々医師（漢方医）を業とする家に生まれ、匿師として活動の一
方で古典文学や芸術にも深い造詣を有していた1)。彼らの琵琶における師
承関係を見ても、やはり文人と称し得る人々が多くを占めており、当時の
江南においては文人たちのあいだで琵琶の音楽に対する関心がかつてない
高まりを見せていたことが窺われる。
これらの楽譜集を取り巻く環境に存在したのが多く文人であったという
ことは、収録された楽曲自体にも彼ら文人の音楽に対する意識が何ほどか
は投影されたものと考えてよいであろう。このことについては、さらにあ
とで取り上げることとしたい。
これら四種の楽譜集のうち「華氏譜Jを除く三種は、それぞれの編纂者
を代表的な伝人とし、現在においても伝承者が存在する各流派において、
典範的な意義を有するものとして佐置づけられている。すなわち、「李氏譜j
は平湖派、「蹟洲譜Jは崇明派、「養正軒譜jは浦東派をそれぞれ代表する
楽譜集と見なされているのである。これら諸流派に加えて、「華氏諮Jの編
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纂者の一人華秋頭を代表的伝人として無錫派という流派を認め、併せて琵
琶四大流派とすることも行われているが、「華氏譜Jの演奏を伝える伝承者
が現存せず、華秋頭以降の師承関係も明らかになっていない現時点におい
ては、流派として認定することは困難であるように思われる2）。また、異な
る流派に属する伝承者同士の交流や、複数の流派にまたがって師事するこ
とも行われていたため、流派を絶対的なものとして扱うことには無理があ
るともいえる。
いずれにせよこれらの楽譜集は、その刊行年代において「華氏譜Jから
「養正軒譜Jに至る百有余年にわたる琵琶曲演奏の変遷の様態を窺わせる
ものとして、通時的な比較のための資料としても高い意義を有するといっ
てよいであろう。
これら四種の楽譜集では、〈十面埋伏》は四種すべてに、〈覇王却申〉は
「華氏譜J、「李氏譜J、「養正軒譜Jの三種に収められている。曲はいずれ
の版本においても複数の段によって区切られており、各版本における段数
は次のとおりである。
〈十面埋伏〉「華氏譜J（十三段）、「李氏譜J（十八段）、「撮洲譜J（十一段｝、
「養正軒譜J（十八段）
〈覇王却甲〉「華氏譜J（十段）、「李氏譜」｛十五段）、「養正軒譜J.（十一段）
J:lE各血ごと1;1;fほ段を単位とL芝、楽曲の坦謹L 砦徴的なj寅奏技法、
附された標題の意味とありかた等に着目して比較を行なうこととする。そ
の際、楽曲の規模を示す規格としては、西洋音楽における意味での小節が
存在しないため拍の数によって示すこととし、特徴的な演奏技法としては、
各段において最も多用される技法およびその組み合わせを挙げることとす
る。技法の名称と演奏法については、本文末尾の一覧表を参照されたい。
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標題の意味とありかたについては、楽曲の内容とどのような関わりがある
かについて留意したい。
二、各版本聞における楽曲の比較
〈十面埋伏〉
曲名の〈十面埋伏〉とは、漢軍が楚軍との決戦に備えて各所に伏兵を潜
ませた故事に由来する。楽曲の段数は版本により異なるものの、全曲が大
きく四つの部分から成ることでは共通している。
第ーは、「華氏譜Jでは「開門放姐」一段、「李氏譜Jおよび「養正軒譜」
では「列営Jから「放地Jに至る各段、「巌訓l譜」では標題を欠くものの「吹
打Jの前までであり、兵士が本営に整列し（「列営」「分営j）戦いの始まり
が告げられる序幕的部分である。この部分での音楽は、軍鼓や角笛の響き、
大砲の轟きを訪御とさせる短い動機的な旋律が中心であり、「李氏譜Jおよ
び「養正軒譜jでは「軍鼓j「指鼓」「掌号J「放地Jなど、それぞれに具体
的な名称が附され一つの段として扱われている。
第二の部分は、「華氏譜」では「吹打J「点将Jr排陣」、「李氏譜」では「吹
打開門」「点将J「排陣Jr走隊j、「巌洲譜jでは「吹打（ー ）～（三）jおよ
び「点将J、f養正軒譜Jでは「吹打開門j「点将Jr排陣Jの各段であり、
軍楽による合図＜r吹打」）とともに総大将が配下の武将たちに指示を下し
（「点将J）、彼らの率いる軍勢が戦場に布陣してゆくさま（「排陣H走隊J)
が扱われる。ここでの音楽は、段ごとに複数の演奏技法の異なる組み合わ
せによって形成されるさまざまなリズムパターンが特徴であり、序幕の部
分のような描写的性格はないものの、各段に明白な個性が与えられている。
第三は、「華氏譜」では「埋伏J「小戦」「柄城Jr大戦J「敗陣J、「李氏譜J
では「埋伏Jr小戦J「咳下大戦J「百万軍声J「項王敗陣j、「議洲譜jでは
「埋伏Jr進陣J「殺陣Jr敗陣J、「養正軒譜Jでは「埋伏j「小戦J「大戦j
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「駒城Jr重囲J「伝号jf敗北J「鼓角声Jの各段から成り、漢軍が楚軍に
気づかれないようひそかに伏兵を潜ませる（「埋伏j）段階に始まり、小競
りあい (f小戦J）を経て咳下の地における両寧総がかりの決戦（「大戦J)
をクライマックスとして、項羽の敗北（「敗陣J）に至るまでの戦場の情景
を題材とする。ここでは非楽音による騒音的な効果を有するものも含めて、
難度の高い技法が駆使されるのが特徴であり、ほほ「小戦Jおよびその相
当部分までは、先立つ第二の部分と同様に段ごとに異なるリズムパターン
が用いられ、「大戦Jおよびその相当部分以降では、関の声、万や槍のぶつ
かりあう響き、馬の蹄の轟きなど戦場に飛び交うさまざまな音響を模倣す
る技法によって、戦いの進展が自由かっ描写的に叙述される。
第四の部分は、［華氏譜Jでは f烏江J「争功J「凱歌1「回営J、「李氏譜J
では「烏江J「衆寧奏凱J「諸将争功J「収陣回営J、「績洲譜」では「凱歌」
「得勝J、「養正軒譜」では「烏江J「奏凱J「収陣回営Jの各段であり、烏
江の地において項羽を自刃に追いやり勝利を得た漢軍が、勝ちどきを上げ
て元の陣地に戻る情景を題材とし、音楽もこれまでとは一転した軽快で旋
律的な動きが中心となっている。
各版本の段ごとの標題、拍数3）、主要な演奏技法は、別掲の表に示すとお
りである。標題は「 J内に示し、かたわらに段数を表示した。一つの設
が複数の部分に分けられるものに関しては、～によって何拍目に区切りが
あるかを示し、（ ）内に拍数を記した。リズムパターンを形成する複数の
演奏技法の組み合わせは【 ］内に示し、一拍の内で二つの技法が連続し
て用いられる場合は「弾挑jのように併記、複数の拍にまたがってリズム
パターンが形成されるものについては、［弾輪＋挑弾］のように＋によって
列記した。また、技法の中でも騒音的な効果を有するものについては下線
を附して表示した。これらについては、〈覇王却甲〉の表においても同様で
ある。なお、 r~重洲譜」の開始部分には標題および段の表示はないものの、
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表 1 〈十面埋伏〉の各版本の段に附された標題、拍数、およぴ主な演奏技法
。華氏譜 。李氏譜 。猿洲譜 。養正軒譜
「関門放勉j～38 『列営J55 （標題なし）～45 f列営」～38
双弾、長輪、払 婦、長輪 掃払、長輪 掃払、長輪
～67(29) 「分営J23 （標題なし）～85(40) ～67(29) 
長輪、推 弾挑 大掃、推、長輪 長輪
～70(3) f軍鼓J24 （揮鼓声）～94(9) 「揺鼓J42 
i双弾双挑I I双弾双挑1液 ［双弾双挑l I弾挑1液
～79(9) 『掌号J16 （掌号声）～107(13) 「掌号J12 
揺 揺 揺 揺
～85(6) 「放抱J30 （砲声）～117(10) 「放胞J15 
［主主＋輪］ ［翠＋液Ilfil並並 u塁＋大掃＋長輪］ u量＋掃払Ilfil強蓋
「吹打J32 f吹打開門J51 「吹打（一）J～26 『吹打開門j～52
［掃を交えた長輪1 I払を交えた長輪］ 濠 ［挑を交えた長輪1
f点将J125 「点将」 79 「吹打（ー ）J～90(64) 「吹打開門j～78(26)
I弾挑連続］ ［勾抹連続1 濠 長輪
『点将J47 
I勾弾抹弾］
「吹打（二）J45 
[1日弾挑1
「吹打（三）J249 
[t口抹弾抹1
『排陣j～75 「排陣J38 『点将J84 『排陣J～40
［掠弾］ I掠掃1 I披大掃1 I掠分］
～101(26) 「走隊J62 ～82(42) 
I掠弾1 I掠分l I嫌分1
「埋伏J69 「埋伏J110 f埋伏j104 「埋伏j104 
I弾挑×3＋輪］ ［弾輪＋弾挑＋払】揺 I長波＋弾挑l 【弾挑×2＋爽弾＋
挑I
「小戦J38 r ,J、戦j～96 「進陣J39 『ノj、戦J187 
I弾挑＋輪＋皇室＋勾I I弾挑＋輪＋君主＋挑1 1弾挑＋液＋主主＋勾I I弾挑＋輪＋皇室＋挑I
「哨域J26 ～110(14) 「殺陣j～13
I払を交えた爽弾］ ［掃を交えた央弾I ［掃払連続I
f大戦J42 『核下大戦J54 ～82(69) 「大戦J70 
盤整、長輪、掃 盤整、長輪、盤、毘虫歯 経E室、長液、担 盤整、長輪、減、説、
主E 掃払連続
f百万寧声j～60 [Pf;j械J3¥) 
双波、推、掃、直益盤 並塁、一註J双長輪、双
法、掃払連続
～78(18) 「重囲J20 
双湾、推、掃、盟強盛 ［掃払連続＋長輸＋
盟強亙1
～104(26) 「伝号J64 
双波、推、掃、毘盤援 I双液＋勾弾抹弾＋
掃払連続］
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f敗陣j～16 「項王敗陣』～22 「敗陣J45 f敗北」 26
弾挑、主主音 I輪挑Jr.乏音 i勾抹弾抹I波 I弾抹弾勾］主主音
～36(20) ～47(25) 『鼓角声J39 
弾挑、勾 ［勾抹］ ［勾弾抹弾1
f，烏T工J130 f烏？工J46 f凱歌J56 「烏江J72 
弾挑 弾挑 弾挑 弾挑
『争功J43 「衆軍奏凱J34 f得勝J37 「奏凱J33 
I爽弾］ 弾挑、輪 弾挑、大掃、輪 弾挑、輸
「凱歌J53 「諸将争功J30 「回営J～32 『収陣回営j～31
t爽弾】 弾挑、掃払 弾挑、大掃、輪 弾挑
「回営J49 『収陣回営J48 ～65(33) ～83(52) 
弾挑、長輪 弾挑、長輪、掃払 弾挑 弾挑、長輪
「措鼓戸J「掌号声jなどと軍鼓や角笛の模倣であることを示す注記が見ら
れるため、それらを段に準じて扱うこととした。
以下、表に基づいて検討していく。
まず楽曲の規模について見ると、総拍数では、「華氏議J829拍、「李氏譜」
961拍、「読洲譜」 1013拍、「養正軒譜」 1077拍となり、刊行年代が降るにつ
れて、楽曲全体の規模としては拡大する傾向にあることが見て取れる。
各部分について見ると、総拍数と同様に年代が降るにつれて拡大する傾
向にあるものとしては、先に述べた序幕に相当する第ーの部分および戦い
の情景を題材とする第三の部分の二つの部分においてとりわけ著しいこと
がわかる。前者の場合、「華氏譜Jでは「開門放姐J一段として85拍であっ
たものが、「李氏譜jでは「列営」から「放抱」に至る五段が設けられ、拍
数も148拍と大幅に増加しているのが注目される。同様の傾向は「減洲譜j
と「養正軒譜Jにも見られ、前者では段として明白に区切られてはいない
ものの、全体の拍数としては117拍と増加しており、後者では「列営Jから
「放抱Jに至る四段が設けられ、拍数の合計も136拍と「李氏譜Jに近いこ
とがわかるσさらに、「華氏譜jではわずか3～9拍に過ぎなかった個所が、
「李氏譜Jと「養正軒譜Jで廿12～42拍へと大きくヲlき伸ばされているこ
とも注目される。
拍数の拡大が顕著なもうーヶ所で、ある戦いの情景を扱う部分については、
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各版本に共通する「埋伏Jr小戦J「大戦Jの各設もしくはそれに相当する
段の合計拍数を見ると、「華氏譜」で149拍、「李氏譜J274拍、「撮洲譜J225 
拍、「養正軒譜J361拍となり、やはり「李氏譜Jと「養正軒譜jの拡大が
著しい。とりわけ「小戦jは、「李氏譜Jで「華氏譜Jの三倍近く、「養正
軒譜jでは四倍以上に達している。
総拍数の増加に関連して、「華氏譜」の段階では存在していなかった部分
が新たに附加されている点も注目される。複数の版本にまたがって見られ
るものとしては、「李氏譜Jにおける「百万箪声J一段と「養正軒譜Jにお
いてそれに相当する「哨蛾J「重囲Jr伝号J三段が挙げられる。前者で104
拍、後者で120拍といずれも長大な段を形成している。単独の版本にのみ見
られるものとしては、「読洲譜Jの f吹打（二）（三）Jがやはり合計拍数で
294と長い。
一方、総拍数の増加とは相反するような、拍数の減少や段全体の消失も
見られる。まず、 f華氏諮Jでは125拍であった「点将jが、「李氏譜Jでは
79拍、「撮洲譜Jでは相当部分である「吹打（ー）J（第27～90拍）の64拍、
「養正軒譜jでは同じく相当部分の「吹打開門」（第53～78拍）の26拍およ
び f点将J47拍の合計73拍と、三者のいずれにおいても大きく減少してい
る点が注目される。同様に三者ともに減少している個所としてはJ華氏譜」
の「烏江J以降の各段に相当する部分が挙げられ、ことに「烏江Jは「華
氏譜Jでの130拍から、「李氏譜J46拍、「温洲譜」 56拍、「養正軒譜」 72拍
とほぼ半減以下となっている。また、「華氏譜jでは75拍であった「排陣」
の前半部分が、「李氏譜Jとf養正軒譜Jの相当個所においては、それぞれ
38および40へとほぽ半減している。ただし「読洲譜」では84拍とわずかに
増加が見られる。
「華氏譜」では存在していた段が消失した例としては、「小戦Jと「大戦j
の中間に位置していた「嗣城J26拍が挙げられる。 f養正軒譜Jにはこの段
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に相当する個所は見られず、「養正軒譜Jの「日内蛾」は標題のみ共通するに
過ぎない。「李氏譜Jおよび f議洲譜Jは「華氏譜Jru内蛾」に相当する部
分を有するものの、拍数はそれぞれ14および13とほぽ半減している。
これら拍数の減少および段ごとの消失が見られる個所は、［華氏譜Jにお
いてはいずれも起伏に乏しい単調な旋律がパターン化された音型によって
連続するという点において共通した性格を備えていることが確認される。
一方、規模の拡大が見られる個所は、全曲への導入としての序幕的部分お
よびクライマックスである戦いの場面であり、いずれも描写性と緊張感に
富んだ音楽のありかたを示している。規模の拡大が見られる部分と縮小が
見られる部分とでは、音楽的特徴において際立つた対照をなしていること
が見て取れるのである。
次に演奏技法について見ると、四種の版本間の互いに相当する個所にお
いて用いられる技法には共通性が高いことが見て取れる。ただし、「李氏
譜」、「読洲譜J、「養正軒譜Jの三者では、戦闘の情景を扱う個所において
用いられる技法およびその組み合せがより豊富になっており、ことに「華
氏譜Jでは絞弦のみに限定されていた非楽音による技法が複数種用いられ
ている点が注目される。この部分における拍数の拡大と共通する傾向とし
て興味深い。
各段に附された標題についても、「李氏譜J、「蹟洲譜」、「養正軒諮」では
「華氏譜」に比べて、より詳細かつ具体的になっていることがわかる。こ
の点も拍数の拡大と同様の傾向にあり、冒頭に位置する序幕的部分および
戦いの情景を扱った部分の二ヶ所において、いっそう顕著となっている。
以上の傾向を総合すると、「李氏譜J以降の版本においては f華氏譜jに
比べて、劇的な緊張と盛り上がりに富んだ部分が拡大、強調される一方、
冗長さを感じさせる部分は縮小された結果楽曲の起伏がより明瞭となり、
描写的性格がさらに顕著となるとともに、技巧の発揮にいっそうの重点が
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置かれるようになったことが確認されるのである。
〈覇王却甲〉
曲名の f覇王」とは項羽を指し、彼が戦いに敗れて落ち延びる際に鎧を
脱ぎ捨てた故事に由来する。〈十面埋伏〉が漢草の採った戦法にちなみ、勝＼
者である劉邦の側から叙述するのに対して、〈覇王却甲〉では曲名が項羽
にちなむのと同じく、敗者である項羽の側に立って進行する。
〈十商埋伏〉では、すべての版本において各段に標題が附されており、
楽曲の構成も標題によって示される物語の進行と密接に関連していたが、
〈覇王卸甲〉の場合音楽自体は単一の主題を素材にした変奏曲の体裁を取
っており、段の標題と音楽とのあいだに必ずしも明白な対応が見られるわ
けではない。「華氏譜J、「李氏譜」、「養正軒譜Jの三種の版本のうち、「華
氏譜」では官頭の「引子J（前奏を意味する）に始まり「頭段J「二段J.・H ・
と段数が標示され、最後の段にのみ「金毛獅子Jという標題が附されてい
るものの、これは音楽的素材として用いられている「曲牌」（名称を持つ特
定の旋律）の名称に過ぎず、曲の内容とは関係ない。一方、 f李氏譜Jと「養
正軒譜」においては、冒頭の「営鼓J以下〈十面埋伏〉とほぼ同様の標題
によって物語の進行が標示されているものの、〈十面埋伏〉ほどには描写
的な叙述が全面に出てはいない。三者とも、「華氏譜」円｜子J「李氏譜Jお
よび「養正軒譜」「営鼓jの前奏のあと、「華氏譜j「頭段J「李氏譜Jおよ
び「養正軒譜J「升帳」において出現した主題が、以下「華氏譜J「五段J
「李氏譜」「咳下大戦Jf養正軒譜」「咳下jに至るまで、段ごとに演奏技法
の組み合わせによるリズムパターンを変化させることによって変奏され、
「華氏譜」「六段」「李氏譜j「四面楚歌Jr却甲別姫j「養正軒諮」「楚歌j
における新たな主題の登場をはさみつつ、以後最後の段まで再び先の主題
による変奏およびそれに対する附加が続くという、いわばより絶対音楽的
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なありかたを取っているのである。
以下、やはり表に従って見ていくこととする。
楽曲の規模について見ると、総拍数では「華氏譜J630拍、「李氏譜」 1142
拍、「養正軒譜J1108拍と、「李氏譜」と「養正軒譜Jにおける増加が顕著
であり、かっ両者がきわめて近いことがわかる。
拍数の増加の著しい個所について見ると、もっとも変容の激しい例とし
ては、「華氏譜J「四段」 16拍であったものが、変奏が繰り返されることに
より、「李氏譜」で「接戦」 160拍、「養正軒諮jにおいては「整隊」 96拍「排
陣J96拍「出陣J64拍「接戦」 48拍の合計304i自へと膨張を遂げている個所
が挙げられる。また、 f華氏譜」「六段Jの冒頭から第107拍までに相当する
部分が、「李氏譜jでは「四面楚歌Jl36拍「却甲別姫J44拍の合計180拍に、
「養正軒譜Jでは「楚歌Jl68拍に増加していることも両者に共通している。
「李氏譜」、「養正軒譜」のこの個所における拡大は、「華氏議」「六段jで
は官頭にのみ現れる旋律が再三繰り返されることによってなされている。
さらに、「李氏譜Jのみに増加が比較的顕著な例としては、「華氏譜j「ヲ！子」
117拍が「李氏譜」「営鼓」で163拍に、「華氏譜Jf五段J37拍が「李氏譜」
f咳下大戦jでは繰り返されることにより92拍に、「華氏譜jf八段J16～ 47 
拍にかけての31拍が「李氏譜」「逐騎Jではやはり繰り返しを伴うことによ
り118拍にと、それぞれ拡大していることが挙げられる。
以上の例からは、「李氏譜Jおよび「養正軒譜」における拍数の拡大が、
主として変奏の回数を増すことおよび繰り返しによってもたらされている
ことが見て取れる。注目すべきは、これら規模の拡大が顕著な個所には、
楽曲全体における聴かせどころとなっているものが含まれることである。
すなわち、「李氏譜J「接戦J「養正軒譜」「整隊」「排陣J「出陣J「接戦Jの
各段においては、技法とその組み合せを変えることによって、さまざまな
リズムパターンのウ’ァリエーションが展開される。「李氏譜」「四面楚歌J
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表2 〈覇王卸甲〉の各版本の段に附された標題、拍数、および主な演奏技法
。華氏譜 。李氏譜 。養正軒譜
「引子J117 「営鼓J163 f営鼓J103 
長輪 満輪、長輪、掃、払、双譲、 掃、長輪、双液、掠、抹
相、抹、盟強援
f頭段J28 「升帳J27 「升帳」～36
輪、相 掃払、輪、分 長輪十弾分＋掃払が優勢
「二段J64 ［点将J64 ～132(96) 
［弾輪＋弾勾、弾輪＋弾割日］ ［弾輪＋弾挑、弾輪＋弾分］ ［長輪＋弾分＋掃払］
『過文J23 「整隊J25 ～168〔36)
輪、拘 弾輪＋弾挑、弾輪＋弾分がやほIf'「升帳」～36の繰り返し
や優勢
「三段J64 「二点将J64 「点将』～68
I弾輪＋弾勾、弾輪＋弾抑］ ［弾輪＋弾挑、弾輪＋弾分］ ［掃払連続＋弾輪＋弾分十
掃払I
r 過文j23 『出陣J27 ～100(32) 
先の f過文」とほぼ同じ ほlま「整隊j と同様 ほぽ「升帳j～36の繰り返し
f四段J16 「接戦J160 『整隊J96 
I輪挑I ［勾輪l[l前輪］［挑輪］［掠 ［勾輪＋弾挑＋弾挑］
分l［掃輪］
「排陣J96 
I掃輪］
f出陣J64 
前半［大掠分］後半［小掠分］
f接戦J48 
I勾弾抹弾］
「五段j37 「核下大戦J92 「核下J21 
28 拍まで［~口弾挑］ 速いテンポの I弾弾挑］ I掃払l
「六段j～50 f四面餐歌J136 「楚歌J168 
長輪 満輪、長輪、掃輪 長輪
f卸甲別姫J44 
満輪
～107(57) 「鼓角甲声J29 
双弾双挑、輪挑、推投 双弾双挑、輪挑、推位
～130(23) 「出回J52 f鼓角甲声j ～45
長輪 掃、双弾双挑、長輪、経3五 双弾双挑、長輪、盤整
「七段j ～15 「追兵」 13 ～80(35) 
I長輪］ I弾挑］ ［掠分］
～36(21) 「出回J52 ～118(38) 
長輪 掃、双弾双挑、長輪、盤整 双弾双挑、長輪、盤整
f八段」～15 「追兵J13 ～153(35) 
I長輪］ ［弾挑］ l掃輪I
～47(32) 「逐騎J118 ～191(38) 
弾挑 掃、双弾双挑、長輪、鐙5五 双弾双挑、長輪、盤整
『金毛獅子J45 「衆軍帰里J63 「衆軍帰皇J53 
l長輪l［掃輪1 前半［掃輪l後半弾挑 I挑長輪1
66 
「卸甲別姫Jr養正軒譜Jr楚歌Jでは、悲壮感漂う旋律が繰り返されるこ
とにより、項羽の敗北の痛ましさが強調され、「李氏譜Jf出囲Jr逐騎」と
「養正軒譜Jの相当部分では、騒音的な技法も用いて戦場の情景が描き出
されるのである。
演奏技法について見ると、三者それぞれのあいだで相当する個所におい
ては、〈十面埋伏〉と同様やはり共通性が見られる。顕著な相異が見られる
個所としては、先に挙げた「華氏譜Jr四段jに相当する段における変奏に
際して、「李氏譜」と「養正軒諮Jではそれぞれ技法の組み合せに独自性が
あり、したがってリズムパターンが異なっている点が挙げられる。さらに
両者の場合、「華氏譜Jでは特に描写性を有していなかった「六段J108拍
以降「八段」までが、「李氏譜Jでは「出囲」「追兵」「逐騎J、f養正軒譜J
では「鼓角甲声Jの標題のもと、非楽音による騒音的な技法をも駆使して
戦場の情景を描写する音楽へと変貌していることも見逃せない。
以上からは、〈覇王卸甲〉においても〈十面埋伏〉と同様、時代の推移と
ともに劇的かっ描写的な性格が強まり、やはり演奏技巧の発揮により重点
が置かれる傾向にあることが見て取れるのである。
三、楽曲のありかたと演奏の場
以上の検討を通じて明らかとなったのは、〈十面埋伏〉〈覇王卸甲〉のい
ずれにおいても、「華氏譜Jと「李氏譜J以降に刊行された譜のあいだでは、
楽曲の様態に相当程度の開きがあるということであった。すなわち後者は
前者に比べて、全曲を通じての聴かせどころというべき掘所において、よ
りいっそうの技巧の発揮とそれによる描写性を含む劇的性格の強調という
方向への突出が顕著で、あるということである。
では、このような突出はいったい何に起因するものであろうか。ここで
は文人の音楽活動のありかたという観点から考えてみたい。
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清末から民国初にかけての江南の文人たちのあいだで、琵琶の愛好が盛
んであったことについては先に触れたとおりである。彼らの演奏の場がど
のようなものであったかについて、中国の研究者呉義は次のように述べて
いる4）。
文人の生活は、多くの場合比較的裕福であり、彼らが琵琶を演奏する
のも自己の修養と自分一人の楽しみ（原文「自娯J）のためであって、
それによって生活の糧を得るためではなかった。彼らの多くは、自宅
の書斎や庭、客聞において自ら演奏して楽しみ、あるいはごく限られ
た範囲の気を許した友人のために演奏した。これらの聴き子も多くは
文人に属する者たちであった。
呉森はさらに、彼らが編纂した楽譜集からも彼らが琵琶を演奏した目的
と場所を窺うことができるとし、「華氏譜」の「琵琶譜駿Jに見られる一文
「古人がいうには、名士もまたこの楽器を奏したそうであり、私が琴を弾
じたり詩を作ったりするかたわら、花々に固まれた場所や月明かりのもと
で琵琶を奏して愉しむことも許されるであろうJなどの例を挙げている。
これは確かに文人にふさわしい文雅に満ちた空間といえる。このような
「自娯Jとしての演奏のありかたは、文人の音楽として琵琶に先立つて地
位を確立していた琴楽に通じるものであり、そもそも聴き子という存在を
必要としない自己完結した世界を構成するものといえよう。演奏の目的は
自身の私的な楽しみを極めることであり、他者との関わりもあくまでその
楽しみを附随的に共有する範囲に限られていたといってよいであろう。
しかし、ここからは「李氏譜j以降〈十面埋伏〉〈覇王卸甲〉両曲におい
て突出することとなった、技巧性の追求や劇的性格の強化の要因を窺うこ
とはできない。むしろこのような場においては、そのような方向は故意に
殺伐さないし俗受けを狙ったものとして排除される可能性のほうが高いと
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さえいえよう。あくまでも、スタイルとしてよりおとなしい「華氏譜」の
段階における演奏のありかたを伝えるものといえるのではなかろうか。
では、要因となるものはほかに存在しないのであろうか。「華氏諮jが編
纂された嘉慶年間 (1796-1820）の十九世紀初頭は、清朝最盛期であった前
代の乾隆年間（1736-1795）に比すれば衰退の兆候は見え始めていたものの、
中国社会の伝統的な枠組みはいまだ保たれていた時期であった。対して「李
氏譜」が編纂されたのはそれから七十六年後の光緒年間（1875-1908）であ
り、この間に始まった欧米列強の中国侵出をきっかけに、社会は大きな動
揺と変貌を遂げつつあった。このような社会状況の変化は、音楽をめぐる
環境にも新たな局面を拓きつつあった。その一例として、光緒年閣の上海
において行なわれた競技会的な音楽の場である「琵琶播台Jに着目してみ
たい。
阿片戦争に敗れた結果結ぼれた南京条約により1842年に開港された上海
は、欧米列強の拠点として中国にかつてなかった大都市へと成長し、多く
の人口を吸収していった。そのような都市に集う人々の憩いの場として機
能した空間の一つに茶楼が挙げられる。茶楼は茶を飲む場所であるだけで
なく、芝居や語り物などさまざまな芸能が演じられる場でもあり、「琵琶措
台」と称される競技としての琵琶演奏が行なわれた場も、このような茶楼
であった。
「掻台jとは、元来武術の試合において武芸者たちがその上で戦いを行
なった壇を指し、ひいては競技や競争の場を意味するに至った言葉である。
中国の研究者王家により、このような「琵琶措台」において名声を博した
演奏者として二人の人物が確認されている5）。一人は、「養正軒譜Jの編纂
者である沈浩初の師の師である陳子敬 (1837-1891）であり、もう一人は周
永綱（生没年不詳）である。
陳子敬は、沈j告初と同じく浦東に生まれ、浦東派の初代として数えられ
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る鞠士林（生没年不詳）に師事して琵琶を修め、ついには清朝の皇族であ
る醇親王に招かれて北京にのぼり、親王に琵琶を教授して「天下第一琵琶」
の称号を賜わるに至った名手である。彼は「李氏講Jの編纂される過程に
おいても、枝問者の一人として関わっていたことが確認されており、「李氏
譜j編纂者である李父子と並んで、十九世紀後半を代表する演奏者といえ
る。
王震によると、陳子敬は光緒年間、上海市内静安寺の東北に住置する茶
楼愚園においてしばしば自ら琵琶播台を主催し、〈十面埋伏〉〈覇王却甲〉
を合む文武の曲を奏して、その場の人々を圧倒したという。腕に覚えのあ
る演奏者たちも、初めは意気込んで演奏を披露し陳子敬に挑んだものの、
結局は負けを認めて引き下がらざるーを得なかったという。
琵琶播台において名を馳せたもう一人の名手である周永綱は、光緒十年
(1884年）上海市内南の茶楼也是園にて催された播台に招かれた際、三十
日以内に自分を打ち負かした者には家宝の紫檀琵琶を進呈する旨の広告を
圏内に張りだした。彼は毎晩夕方になると盛装して舞台に上がり、文武の
曲を披露して最後は〈覇王却甲〉で締めくくるのが常であったという。そ
の演奏は戦場を初備とさせる迫真性に満ち、連日満席の聴き手の中から多
くの挑戦者が名乗りを上げたものの、誰一人としてかなう者はなく、期限
の三十日目に立錐の余地もないほどに詰めかけた人々に対するうやうやし
い挟子の礼をもって始まった演奏は、まさに会場を熱狂の渦に包むもので
あったという。
このように演奏者が互いに自らの技量の限りを発揮して競いあい、その
場の聴き予をも魅了するという音楽のありかたは、先に見た文人の典型的
な演奏、鑑賞の場におけるそれとは、大きく様相を異にするといってよい。
自らの力量に誇りを持って他者に対して演奏を披露するという演奏者の意
識は、文人の演奏を特徴づける「自娯Jという観念からは大きく逸脱する
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ものであり、現在一般に用いられる意味での音楽家というありかたに近づ、
いている。ただし、陳子敬、周永綱の両名とも、琵琶の演奏を職業とする
演奏家ではなく、その意味では演奏者としての彼らの根幹にあったのは、
やはり「自娯Jの精神であったともいえる。しかし、ひとたび他者として
の聴き手を意識するならば、その音楽の作りかたは「自娯jの段階にあっ
た際とは、おのずと重点の置きかたが異なったものとならざるを得ないで
あろう。聴き子を音楽の世界に引き込むべく演奏に対して配慮がなされる
とき、音楽になじみのない聴き手にも容易に訴えかけるような、技巧のよ
りいっそうの追求や明快な劇的性格の強調がおこなわれる一方、演奏者自
身の趣味性に立脚するような、一聴した限りでは退屈さを感じさせる部分
は削除されていったとしても不思議で、はない。しかも琵琶措台は優劣の判
定を前提とする競技の場であった。高度な技巧を駆使したけれんみともい
うべきメリハリの利いた演奏が喝采を得ることは、現在のコンクールから
も容易に想像されるところである。聴き子（すでに聴衆といってよいであ
ろう）の晴好に合致した方向へと楽曲が変貌することは避けられないとさ
えいえるであろう。
このような競技の場としての琵琶播台が、果たしてどのくらいの頻度で
催されたかは、現在のところ確認されていない。しかし、十九世紀末の上
海において、それまで文人の書斎における文雅な噌みであった琵琶楽が、
一般聴衆と接触するに至ったことは確かなのであり、その出会いが〈十面
埋伏〉〈覇王却甲〉両曲の変貌に対して要因のーっとなりえたと考えたと
しても不自然ではないであろう。そう考えるとき、その変貌は聴衆という
他者を意識した方向への洗練といってもよいのではなかろうか。
こうして文人の演奏を特徴づけるものとしての「白娯Jの枠が、ほかな
らぬ文人自身によって取り払われたと考えるならば、その音楽は文人が関
与し彼らによって伝承されるという意味では、依然として文人の音楽であ
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りつづけたとしても、すでにして近代的な意味での音楽のありかたに接近
していると見ることができる。彼ら自身がそのことを意識していたか否か
はさておくとしても、他者としての聴き手の存在を前提として音楽づくり
が行なわれるとき、彼らは従来の文人の枠を超えて、文人としての教養を
有する芸術家へとそのありかたを変えていったといえる。そしてその変容
を引き起こした契機の少なくともーっとなったのは、上海という大都市の
成立がもたらした不特定多数の聴衆の集う場の形成であったと考えてよい
であろう。
現在まで琵琶の流派として伝承されている平湖、崇明、浦東の三派は、
それぞれが成立した地名を冠して称されている。これらの地は、いずれも
上海に隣接するかもしくは現在では上海の市域に含まれるに至っており、
その意味においては現在に直接つながる曲目と演奏様式を具えた琵琶楽は、
上海とその周辺において発展を遂げたものと見なすことができる。「華氏
譜jが編纂された十九世紀初頭、文人の書斎という文雅な空間においてご
く限られた人々によって演奏、鑑賞がなされていた琵琶楽は、近代に至っ
て出現した大都市上海を舞台とした新たな演奏の場の獲得により、大きな
転換点を迎えるとともに現在に至るいしずえを築くこととなったといえる
のではなかろうか。
琵琶の代表的な演奏技法（今回取り上げた楽曲において用いられるものに
限る）
－右手によるもの
弾：人差し指の爪側により弦を右から左へと弾く。
挑：親指の爪側により弦を左から右へと弾く。
以上の二種が最も汎用される基本的な技法である。
爽弾：弾と挑とを比較的速い速度で繰り返す。
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涼：弾と挑とをすばやく繰り返すことによって音の持続的な効果を得る。
双弾：二本の弦で同時に弾を行なう。双挑、双漉なども同様。
揺：親指の先で弦を往復させて得られる持続音。
抹：人差し指の腹側により弦を左から右へと弾く。
勾：親指の腹側により弦を右から左へと弾く。
分：弾と挑を同時に行なう。
掠：抹と勾を同時に行なう。
拍：弾と勾を同時に行なう。
掃：人差し指の爪側によりすべての弦を右から左へと一時に弾く。
払：親指の爪側によりすべての弦を左から右へと一時に弾く。
大掃：人差し指から小指までを揃えて掃を行なう。大払も同様に揃えて行
なう。
輪：親指から小指まで爪側で順繰りに弾弦する。
長輪：輪を繰り返すことによって得られる持続音。
満輪：すべての弦を用いて行なう輪。
拍：勾を勢いよく瞬時に行うことによって弦をフレットにぶつけて得られ
る非楽音。
提：親指と人差ι指で弦をつまんで瞬時に離すことによって弦をフレット
にぶつけて得られる非楽音。
－左手によるもの
推：弦を弾いたのち弦を押さえた左手指を内側へ押し込むことによって得
られるポルタメント。
投：同様に左手指を外側へ引くことによって得られるポルタメント。
吟：弦を弾いたのちフレット上で弦を押さえた左手指を細かく左右に揺ら
すことによって得られるヴィプラート。
i乏音：右手で弦を弾く際に左手で弦に軽く触れることによって得られる倍
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音。
同輪板：左手で表板を叩いて得られる非楽音。
然：右手で弦を弾く際に左手の爪で下から弦を支えることによって得られ
る非楽音
絞弦：右手で弦を弾く際に左手で複数の弦を交叉させることによって得ら
れる非楽音。
並弦：同じく複数の弦をーまとめにつかみあわせることによって得られる
非楽音。
本研究を行なうに当っては、財団法人松下国際財団「松下アジアスカラ
シップJからの助成を賜わりました。ここに謹んで御礼申し上げます。
注
1) 沈肇州、沈治初の両名は同姓であるが、貰籍（先祖の出身地）が異なる
ため家系につながりはないものと思われる。
2) 現在一般に、無錫派の系譜として音楽事典等に記載されているものは、
主として無錫出身の演奏家を年代に沿って列記したものであり、必ずしも
師承関係を踏まえたものではない。
3) 版本によっては「散板J（明白な拍節感のない自由なリズムによるもの）
の個所に拾の標示が見られないものも存在するが、比較を行なう都合上以
下の文献を参考に拍数を設定した。
王露編、李華査、謝統鵬、李栄声整理『玉鶴軒琵琶譜選曲』（北京：人民
音楽出版社） 1991年。
人民音楽出版社編輯部編『〈十面埋伏〉葉編H北京：人民音楽出版社）1993 
年。
4) 呉緯「琵琶音楽与其社会背景Jr中国音楽学』 1992年第2期、 5767頁。
5) 王家「沼地百年前的両次“琵琶角逐”J『中国音楽J1993年第1期、 19頁。
（大学院博士課程単位取得退学）
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論文概要
聞於両首琵琶武曲〈十面埋伏〉輿〈覇王卸甲〉諸版本之間的差異及其背景
橘田動
〈十面埋伏〉典〈覇王却甲〉是中園琵琶武曲音集中最具代表性的曲目。
雨首柴曲均取材於公元前202年項羽和劉邦的楚漢咳下之戟，在民園以前就被
枚録在幾種刊行的琵琶譜中。〈十面埋伏〉在〈華秋類琵琶譜＞ (1819年初
版）、〈李芳圏琵琶議＞ (1895年初版）、〈菰洲古調＞ (1916年初版）、〈養正軒
琵琶譜＞ (1929年初版）四種琵琶譜中被刊載，其中除〈撮排出調〉以外男三
種琵琶譜也刊載〈覇王卸甲〉。本文擾通過比較雨首難曲的這幾種版本，探索
官伺之間在難曲的規模、演奏技法、小標題等方面存在之差異，並進一歩探
討其饗異之背景和原因。
〈十面埋伏〉的四種版本中，〈華秋頭琵琶譜〉。和其後刊行的三種版本
之間，難曲的規模以及演奏風格上有了鮪著的饗化。後者眼前者比起来，在
充満緊張森巌気気的集曲開頭奥描給激烈交戟情景的高潮這雨個部分，段落
敷和其拍敦都大幅度増加，並且使用的指法也越頼繁複、難度也増大，其中
包括多種非製音類的技法。但是，冗長而過於車調的部分被剛悼、縮短。由
此，我伺可以推断後三種版本，故事的情節更嬬明瞭、場面的描鎗性更加生
動，音柴的展開更矯激動人心。如此傾向在〈覇王卸甲〉的三種版本之中也
可見。
欲探究雨首楽曲風格上的饗化的原因，我例感該注目嘗時琵琶音柴的演
奏場所以及演奏的目的護生的新嬰化。〈華秋類琵琶諮〉成立的嘉慶年間，這
些柴曲的演奏和欣賞的範園大都限定於文人的圏子裏，他例在自己的書索、
客膳等地方，矯了自娯而演奏。然而，至於光緒年間，在上海出現以比試技
萎偶目的的“琵琶措壷”，在京多聴寂的面前不少高子充分街耀自己的技巧。
〈十面埋伏〉和〈覇王却甲〉都是在這様的琵琶播壷上経常被演奏的曲目，
因此我｛門可以推想雨首楽曲的風格上的演幾奥此有関，聴鼠由文人到一般階
層；演奏家由自娯到街技，封柴曲積極改編，客観上促進了這種風格饗化。
闘鍵調：風格文人自娯琵琶播曇醸鼠
